
学校通常〃}究会

第５１回関東甲信越地区公立学校教頭会研究大会栃木大会参加報告

第５１１IlllIMI111信越lIU区公]'/:学校教ilI1会ｲﾘﾄ究人会Ｉ）j水火会が，｜川〔１１１偏越地区から約１０００
`fiの11111校長，教IjlIiが参ﾉIllし，、|え成２２ｲｌ１ｌＩｊ］ｌｌｌｌ（木）・’２１１（金）のiiI1ill，lllj木HiL宇都
fhrTliで|)'１|樅された。大会では，研究](胆「ﾉ|{きるﾉ]をはぐくむ豊かな学校をめざして～妙に向
かいZ|ﾐきLliきと)111(〈子どものf城～」のもと，第八｣り１余|Tl統一研究３ｲＭ〈として，イリ[究の集大成
及び総括に|('１けた熱心な(ﾘﾄ究討議が↑TわｵLた゜一'１「lの全体会では，｜)'1会１T事の他，地元空i:都営
,lilIl身の介沢人ｌｉｌ氏によるエレクトーンhl〔突，１１光アイスバックスシニアデイレクターのセルジ
オ越後氏による「地域とスポーツのﾉﾉ」と題した記念識iii〔が行われた。］－１月は，ＭＭ題１４分
,'１;}会に分かｵしてＩＵＩ究協識が↑Tわれた。以|､.は，参ﾉﾉⅡした「節３（１）１１(Ij設・設llli及びＴｌ｢務にBMする
iill題」分科会の報告を記す。
１分科会提言の概要

水分科会は，’１１梨ⅡＭ､ら「学校敬育を効采''１９に進める判交施設・識Ｍｉの改態｣，ｌｌ１ｊ水ﾘ,Lから
「'11Aかな`1`:校づくりの/こめの施設・設(ｌ１Ｉｉの在り方」を(ﾘﾄ究ｉｉ題とする２つの|),L言があり，１４
の小グループごとに1111発な砥兇交換がなされた。

(1)第１提言者研究の概要（提言曇>片’'1梨ﾘi1JllIlIilパノ:勝W('１，学校ノIll鵬幸夫）
①研究主題「学校数fi:を効４Ｍ｣に進める学佼施i没・設I11iの改;ｉｆ」

一安心・(戊全な戯境づくりと教IjlJのかかわり－

②研究概要
山梨U,(の捉冑では，加i没・設(IIliのi1Ii1ll・lIlL全に'１１Ｉすること，Iyj災及び避難場所としての施

設・設lllliに側すること，’i/:校二1V故にllU1-ることの３ル(から，｜Ｉ｢究VlMlrがあった。
保全Wi1llに関することでは，「D｢持状i兄リスト」を作成し，学校に必要な大Ｉ１ｉｌ機器や磯

Ｉ)1h類のj1i有利川化を||桁した１Ｍ'’’1ﾉﾉ災・安全にⅡMすることでは，「避難)）｢マニュアル」及
び「宏公マップ」を作成し，地域|,j災や児ｔＭ主従の安全(ilii保にｌＭｌｌ<|[んだzlv例，学校21『故に
関することでは，１１１:,'jl〔をイミ然に|ﾘﾉﾉぐために，交ぎＭ(検のIﾉ､1容を］:大した事例が報〈!fされ，安
全な戯｣党づくりと教蚊の役;';'1に視点を､11てた提言がされた。
③成果と課題

成果として，施殺・｢没l1Iliの活川・ＩＭ更に'ⅡけるU,Ｗ〈，ｉ洲題，対応jliiなどのＩｉ１ｉ報を典ｲ｢する
ことは，イ丁効利川のﾉﾉlMf兇い}lけ盗料となることや|Ⅱ(られたこ]Piii:を効果''１０に〕ili)|Ｉする視点
をもつことの大切さがＩＭＩ柵された。また，地域|,j災や安全マップの１Ｍ組みから，教頭とし
て教!Ⅲ1の愈識をつくることが大切であること，施設・『没倫のi没Ｉｉ１ｕ,馴二や安全）,Ｗ;などの知
ｉ識を(M:災に身に付|ナることが，適切なi弧脳の対処ﾉﾉ法のﾉ,(本となることが確認された。

(2)第２提言者研究の概要（提言折’１ﾉj水ﾘＭ､lllili立'１，lIl城南''１学校111本１１%(一先41：）
①研究主題「豊かj'1Ｗ:校づくりのための施設・識(ＩｌＩｉのｲ１２りﾉﾉ」

－Ｍ１ｉｉ没．i没備，１１:iｿＷ)柚;El1のｉ１１点から－
②研究概要

Illj/Ｍ１Ｌの|Ｉ,L言では，施i没・設(Illiのｲ｢効irlIi川，施｢没保全のための組織のYili)'１，Ｗ傍の効率化
の３ﾉ}､(から，（ﾘﾄ究fljlI1fあった。
施設．i没(ＩＩｌｉの有効ｈＷｌｌについては，Ⅱﾉj災教TLfや牟礼述眺，jIL校ｲilillll連携蝉のililﾉA(からの活

励判例|が紹介された。具体的には,'1kわれなくなった給食室をiI9lilliM･桶祉施設として活)l1し，
′|ﾐ徒とmillilij行の交Mii4li:業に取州'んでいるIli:(ｸﾘ，４１１':校と近隣の公共Ⅲlli設が述携し，互いのト
イレやⅡliil1:場，プールの/ｋ（lyj火)'１水）などの施i没をｌｌＭｊｌｉし合って，利(DMkや安全性を図っ
ている!'「例などが１W{介された。施設保企のための組織の括川については，Ｉ〕ＴＡや地域ボラ
ンティアの|ｲﾙｶで，老ｲ:ｌｊ化した'１１/:校111lii没の修繕にIlj(り細んでいるzlI:例，Ｉｌ１商述ＩｊｌのTiIi1li1jを教
育課IJI1にIＭ１付け，イミＩ鵬1111を庭liMに,|剛|iした41':例が紹介された。。Ｍ；の効率化については，
ili内学校'''１で統一した文il\分麺炎を作成した判例l，此ｲ「ドライブの1,111Uで，校|ﾉ､Ｉｌｌ１:務の省ノノ
化やililﾉﾘ教Ijl01lA1のＩｉｌｉｆ}lの｣し有化を実ljMしたりl:例などが１W(介された。
③成果と課題

これらの取り細みをとおして，肺i没・設附iのｲ｢効１１１１川や保全のための糾織活)'1が図られた
ことや伽務の効率化によって教職員の川l11liﾓ減が図られことなどの成果が報告された。

２指導助言とまとめ

助言者･から，２本のlllL白に対して，数m'1としてＷこすべき役{';'１とI1i([，組織|H1の述携や行政
へのはたらきかけのｲ１１りノノなどのＭ１､(から識評をいただいた。
今次ｲﾘﾄ死人会では，jLlTilｲﾘﾄ究すぱらしさや各学校の努ﾉﾉのようすとその成果を改めて実感す

ることができた。このＩＭＬを，これからのｲﾘ}究並びに行校・各|:|の実践に生かしていきたい。
最後に，Ul1ﾌﾞﾛｲﾘﾄ先栃木入会に参ﾉ)Ⅱ．l),L言の機会をいただいたことに感謝し，州告とする。

（iMl>ｊｌｌ研究部長ノjll藤幸夫）
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